
平成２８年度 諏訪書道研究会夏期研修会報告

諏訪書道研究会

１ 実施日時 平成２８年 ７月 ２９日(金)

２ 参 加 者 教育会会員 ６名

一般の方 ４名 計１０名

３ 講 師 平林 圭治 先生（ 元茅野美術館館長･元永明小学校長 ）

４ 実施内容

・各学年の毛筆書写の指導方法の講習

・初心者から上級までの段階に応じてた研修

・楷書，行書，草書，かなの練習

５ 参加者の声

・実際にお手本を使いながら，書写の時間

の指導をどうしていったらよいかをわか

りやすくご指導いただきました。夏休み

明け，子ども達とすぐにでも書写の授業

に取り組むことがだきます。ありがとう

ございました。

・講師の平林先生に目の前でお手本を書い

ていただきました。始筆，終筆，筆の運

び方など一つひとつ丁寧にご指導いただ

きました。子ども達に支援するポイント

がわかりました。夏の充実した一日にな

りました。ありがとうございました。

・教材研究の時間として大変貴重な１日となりました。筆を持って教材研究ができな

。 、 。 。い毎日 今日は 時間を忘れて書に親しむことができました 平林先生に感謝です

ありがとうございました。

・筆を持つ機会はあっても，一人ではなかなか前に進むことができない日々が続いて

いました。今日は，平林先生に丁寧にご指導いただきました。また，これからもが

んばって書いていこうと思います。次回もよろしくお願いします。

６ 成果･反省など

成 果

・本年度も，講師の平林先生には，参加者一人ひとりの課題に沿って個別指導をし

ていただいた。参加者の課題に沿った講習となり，終日であったが，充実した時

間となった。

・午前と午後共に途中休憩も挟みながら，ゆとり持った日程で行うことができた。

・参加形態に自由度を持たせ，午前，午後のみでもという形にしたためか 「参加，

しやすかった 」という声をいただいた。来年度も個別講習を中心に自由度を持。

たせた参加形態で計画を立てていきたい。

反 省

・来年度も参加される方のニーズに合わせ，行事等を念頭に置きながら，時期や講

習内容の工夫をしていきたい。

， 。・多くの方が参加しやすいように 開催要項への記載内容の検討を重ねていきたい


